
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

目  的 

（１）生きて働く「知識・技能」，未知の状況にも対応できる「思考力・判断力・表現力」，学びを人生や社会に

生かそうとする「学びに向かう力・人間性等」の育成を意識した教育課程を編成し，子どもたちの資質・

能力向上を目指す。 

（２）地域とともに歩む学校づくりに沿った教育課程を実施し，子どもたちに地域を知り，地域の教育力を活用

した「ふるさと教育」の実践を図る。 

（３）潤いのある教育環境と温かい人間関係の醸成に取り組み，心豊かな児童が輝く学校づくりを図る。 

 

運  営 

令和４年度，早岐小学校教育目標である『つなが

る心をもち夢に向かってがんばる子どもの育成』を，

本年度の特色ある学校づくりの主題として設定しつ

つ，副主題を『自ら学び かかわり きたえる児童の育

成を通して』とした。 

本校の特色は，早岐茶市や早岐瀬戸など，長い歴

史に育まれた地域性や豊かな自然である。地域教材

となるこれらを生かし，児童の発達段階や興味・関心

に基づいて，右の図のような様々な取組を行えば，児

童は主体的に学びに向かい，友達やゲストティーチャ

ーなどとかかわり，様々な見方・考え方を働かせなが

ら，自らの思考力・判断力・表現力を鍛えていくであろ

う。そして，最終的な目標である「夢に向かってがんばる子ども」の育成につなげていく。 

令和４年度「特色ある学校づくり対策事業」 
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活動の実際 

 

道
具
づ
く
り
と
遊
び
体
験 

1年生は，特色予算で購入したシャボン玉

遊びの道具づくり及び遊び体験をとおして，

友達との交流を深めるとともに，学校が楽し

いところであることを理解することができた。

このことは，入学期の学校への抵抗感，いわ

ゆる小１ギャップを緩和することにもつながっ

た。 

教
材
開
発 

毎週木曜日の朝の活動を「漢字タイ

ム」とし，市販の漢字教材や独自教材を

利用して，練習問題に取り組ませている。 

漢字検定協会が主催している「漢字

検定」を１月２０日に実施するとしたとこ

ろ，８１名の児童が参加の意思を表明し，

自主的に漢字練習に取り組む児童が増えた。また，実際に受験した８１名の児童のう

ち，７４名（91.4％）が合格するなど，基礎学力の向上が見られた。 

学
力
向
上 

１年生から３年生において学力調査を行ったことで，市，県，国が実施する学力調査

と連携し，全校児童一人一人の実態に応じた指導が図られるようになった。今後，より

個に応じた指導を図り，学力の向上につなげていく。 

また，本年度は，ＩＣＴ端末をどのように授業に活用するかを校内研修の柱の一つと

したことによって，学校評価における「子どもに，わかりやすい授業をくふうし，実践して

いる。」の項目において，保護者が昨年度の

3.3ポイントから，令和 4年度の 3.4ポイント

へ 0.1ポイント，児童が昨年の 3.2ポイントか

ら，令和 4年度の 3.4ポイントへ 0.2ポイント

上昇するなど，教員の資質向上に成果があっ

た。 

 



栽
培
活
動 

季節ごとに花や野菜を育て，毎日の水

やりや成長の記録を行った。野菜が収穫

できた時や花が咲いた時には，子どもたち

は生命のすばらしさを感じることができた。

学校評価における「子どもは生命を大切

にしている。」の項目は，昨年度から，0.1

ポイント上昇の 3.7ポイントであった。 

福
祉
教
育 

４年生は総合的な学習の時間に，社会福祉協議

会などとの連携のもと，実際に視覚・聴覚障害を持

った方をゲストティーチャーとして招き，福祉に関連

する話を聞いたり，車いす体験やアイマスク体験を

行ったりした。 

子どもたちは福祉の重要性に気付くとともに，

同学年や特別支援学級の友達に対して，より優し

く接する姿が見られるようになった。 

 

 

 

ふ
る
さ
と
学
習 

３年生が教育委員会文化財課の協力のもと，校区内で調査が進んでいる「早岐瀬

戸遺跡」を見学し，地域の歴史のつながりについて，体験を通して学ぶことができた。  

また，校区内の寺や神社などの史跡巡り

を行ったことで，郷土への関心を高めること

ができた。 

昨年，感染症防止のため開催されなかっ

た恒例の「早岐茶市」が再開し，実際の見

学をとおして，地域とのつながりやそこで働

く人の様子を学ぶことができた。 

 



平
和
学
習 

4年生の平和学習では，実際に原爆資料館や

平和公園を訪れ，全校児童の願いがこもった千

羽鶴を奉納した。その際，特色の予算を活用し，

平和案内人をゲストティーチャーとして呼ぶことが

できたため，

戦争の悲惨

さや当時の生活の様子について体験的に学ぶこ

とができた。見学後は，学習のまとめを８月９日の

全校平和集会において発表し，平和への考え方を

全校にも波及させることができた。 

 

キ
ャ
リ
ア
教
育 

６年生が総合的な学習の一環として，地域

の講師を招き，「着付け教室」を行った。実際

に一人一人浴衣の着付けを体験したことで，

児童は日本の伝統文化である着物や浴衣に

ついて理解を深め，日本の伝統的な所作に関

心や興味をもつことができた。 

【文化芸術巡回公演オペレッタ鑑賞】（２年生と３年生） 

日本の一流の文化芸術団体による「舞台芸術」を鑑賞する機会を得た。ワークショ

ップでは，実演・鑑賞指導もあり，代表児童が演技を行った。コロナ禍による制限で，大

きな舞台で発表する体験が減少する中，迫力ある演劇に体験的に参加することで，表

現することの素晴らしさや，演劇にかかわる人たちの思いについて学ぶことができた。 
 

  

 


